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オリンピック憲
けん
章
しょう
【オリンピズムの根

こんぽんげんそく
本原則（抜

ばっすい
粋）】

２．オリンピズムの目
もくてき

的は、人
にんげん

間の尊
そんげん

厳の保
ほ じ

持に重
おも

きを置
お

く平
へい

和
わ

な社
しゃかい

会の推
すいしん

進を目
め ざ

指すため
に、人

じんるい

類の調
ちょう

和
わ

のとれた発
はってん

展にスポーツを役
やく

立
だ

てることである。

４．スポーツをすることは人
じんけん

権の1つである。すべての個
こ　じん

人はいかなる種
しゅるい

類の差
さ

別
べつ

も受
う

けるこ
となく、オリンピック精

せいしん

神に基
もと

づき、スポーツをする機
き　かい

会を与
あた

えられなければならない。
オリンピック精神においては友

ゆう

情
じょう

、連
れんたい

帯、フェアプレーの精神とともに相
そう

互
ご

理
り

解
かい

が求
もと

めら
れる。

６．このオリンピック憲章の定
さだ

める権
けん　り

利および自
じ　ゆう

由は人
じんしゅ

種、皮
ひ ふ

膚の色
いろ

、性
せいべつ

別、性
せい

的
てき

指
し

向
こう

、言
げん

語
ご

、宗
しゅうきょう

教、政
せい

治
じ

的
てき

またはその他
た

の意
い　けん

見、国
くに

あるいは社会的な出
しゅっ

身
しん

、財
ざいさん

産、出
しゅつ

自
じ

やその他
の身

み

分
ぶん

などの理
り

由
ゆう

による、いかなる種類の差別も受けることなく、確
かくじつ

実に享
きょう

受
じゅ

されなけ
ればならない。

ＩＰＣ（国
こくさい
際パラリンピック委

い
員
いん
会
かい
）ハンドブック：人権に関

かん
する立

たち
場
ば
表
ひょう
明
めい
（抜粋）

２．ＩＰＣは、すべての人
ひとびと

々がレジャーやレクリエーション、スポーツ活
かつどう

動を行
おこな

う平
びょう

等
どう

な機会
を享受すべきであり、そのような権利は、責

せきにん

任ある政
せい

府
ふ

と地
ち

域
いき

社会の法
ほうりつ

律と行
ぎょう

政
せい

のシステ
ムによって、与えられ、守

まも

られるべきであると考
かんが

える。

３．ＩＰＣは、障
しょう

がいのある人々の競
きょう

技
ぎ

への無
む

限
げん

の可
か

能
のう

性
せい

を固
かた

く信
しん

じ、パラリンピアンたちの
スポーツにおける成績を尊

そん

重
ちょう

する。スポーツの上
じょう

達
たつ

、参
さん

加
か

、トレーニング、成績の認
にん

知
ち

の
機会は、障がいのある人々に対

たい

して、あらゆる社会において、平等に提
てい

供
きょう

されなければな
らない。

４．ＩＰＣは、スポーツが平和の推進に寄
き よ

与し、万
ばんにん

人に対して人間の尊厳と平等を守るもので
あると信じる。

〈市民のみなさまへ〉

今
こんかい

回、2020東
とう

京
きょう

オリンピック・パラリンピックの開
かいさい

催を機
き

に、スポーツのもつ人
じんけんもんだい

権問題
や多

た

様
よう

性
せい

に視
し

点
てん

を当
あ

てて、冊
さっ

子
し

の作
さくせい

成を始
はじ

めました。ところが、作成が終
しゅう

盤
ばん

に差
さ

しかかっ
た頃

ころ

、世
せ

界
かい

中
じゅう

で新
しんがた

型コロナウイルスが猛
もう

威
い

をふるっていました。私
わたし

たちの日
にち

常
じょう

は一
いっぺん

変し、ス
ポーツだけでなく、学

まな

ぶことや働
はたら

くこと、暮
く

らし、そして命
いのち

さえも脅
おびや

かされる状
じょうきょう

況になって
います。
一
いっぽう

方、未
み ち

知の感
かん

染
せん

症
しょう

に対
たい

する不
ふ

安
あん

や恐
おそ

れから、人
ひとびと

々の心
こころ

に差
さ

別
べつ

や偏
へんけん

見も引
ひ

き起
お

こしていま
す。しかし、今

いまたいせつ

大切にしなければならないことは、お互
たが

いを尊
そん

重
ちょう

し合
あ

える「共
きょう

生
せい

」だと思
おも

います。オリンピック憲章でも「文
ぶん

化
か

・国
こくせき

籍などの様
さまざま

々な違
ちが

いを乗
の

り越
こ

え、友情、連帯感、
フェアプレーの精神をもって、平和でよりよい世界の実

じつげん

現に貢
こうけん

献すること」こそがオリン
ピックの精神であると謳

うた

っています。
困
こんなん

難な時
とき

だからこそ、ともに生き、ともに学
まな

ぶことを大
たいせつ

切に、次
つぎ

の世
せ

代
だい

に「人権のとり
で」というバトンをつないでいきましょう。
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